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 金ナノロッドは金のプラズマ共鳴波長の光を照射すると強い電場増強効果を示す。我々は過去

の研究で、平均 30 nm間隔でランダムに配列された金ナノロッドから発生する近接場光を SNOM

測定し、近接場光相互作用の階層性を明らかにした[1,2]。本研究では、金ナノロッド試料で発生

する近接場光がトンネル電流に与える変調を計測することを目的とする。真空障壁とアルミナ障

壁の 2つのトンネル障壁によって挟まれた金ナノロッド試料を作製し、電流-電圧特性並びに光照

射による電流-電圧特性の変化を STMによって計測した(Fig.1)。電流-電圧特性は数 10 nmの空間

スケールで変化していた。この空間スケールは金ナノロッドの間隔と同程度であり、電流-電圧特

性は各金ナノロッドの直径や長さ、隣接間距離などに依存していることが示唆される。電流-電圧

特性には 0 V付近に電流の流れない電圧領域が存在した。また、この電圧領域は金のプラズマ共

鳴波長 532 nmのレーザー光を照射すると小さくなった。 

 本計測試料には、隣接する金ナノロッドの間のキャパシタンスからなる、複雑なキャパシタン

スのネットワークが形成されている。さらに、

光を照射すると金ナノロッドに振動分極(近

接場光)が発生し、隣接する金ナノロッドと近

接場光相互作用により分極のネットワークが

形成される。我々は、この 2 つのネットワー

クが電流-電圧特性にどのように作用してい

るかに注目し解析している。 

 本講演では金ナノロッド試料における電流

-電圧特性並びにその特性の光照射による変

化についての結果、2 つのネットワークと電

流-電圧特性の関係についての考察を述べる

予定である。 
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Fig.1 Schematics of the measurement setup and  

the gold nanorods sample 
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